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丹
南
と
堺
市
美
原
区
今
井
の
境

蛇
行
す
る
旧
川
と
直
線
の
新
川

　
江
戸
時
代
の
宝ほ
う
え
い永

元
年（
一
七
〇
四
）、

大
和
川
が
現
在
の
よ
う
に
柏
原
か
ら
松

原
・
堺
方
面
に
付
け
替
え
ら
れ
た
こ
と
で
、

狭さ
や
ま山

池い
け（

大
阪
狭
山
市
）
よ
り
大
坂
城
付
近

ま
で
北
流
し
て
い
た
西に

し
よ
け
が
わ

除
川
は
新
大
和
川

に
さ
え
ぎ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
西

除
川
も
同
時
に
西
に
改
流
さ
れ
、
天
美
南

か
ら
天
美
我
堂
を
経
て
、
堺
の
浅あ

さ
か
や
ま

香
山
で

新
大
和
川
に
合
流
さ
せ
ら
れ
た
の
で
す
。

　
西
除
川
は
、
江
戸
時
代
か
ら
大
和
川
や

東ひ
が
し
よ
け
が
わ

除
川
と
並
ん
で
有
名
な
川
で
し
た
。
狭

山
池
の
西に

し
よ余

水す
い
は
き吐

よ
り
流
出
す
る
の
で
、

西
除
川
と
よ
び
、
享き

ょ
う
わ和
元
年（
一
八
〇
一
）

の『
河か

わ
ち内
名め
い
し
ょ
ず
え

所
図
会
』
に
は
西に
し
よ
げ
が
わ

余
下
川
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
東
除
川
も
、
狭
山
池
の

東
余
水
吐
よ
り
流
れ
、
同
図
会
に
東
余
下

川
と
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
享

き
ょ
う
ほ
う保
二
十
年（
一
七
三
五
）
の

『
河か

わ
ち
し
内
志
』
に
は
、
本
市
の
大
部
分
が
含
ま

れ
た
丹た

ん
ぼ
く北
郡
の「
山
川
」の
項
に「
西に
し
か
わ渠
」と

あ
り
、「
丹
南
郡
よ
り
流
れ
、
東ひ

が
し
だ
い代（
現
東
新

町
）や
池
内（
現
天
美
東
）か
ら
新
大
和
川
に

入
る
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
天
美
地
域
に
お
け
る
こ
の
江
戸
時
代
の
西

除
川
の
付
け
替
え
は
歴
史
的
に
は
よ
く
取
り

上
げ
ら
れ
ま
す
が
、
昭
和
末
期
か
ら
平
成
前

半
に
か
け
て
、
旧
美
原
町
今
井（
現
堺
市
美

原
区
）
方
面
か
ら
市
域
丹
南
を
流
れ
て
い
た

も
と
も
と
の
西
除
川
が
大
き
く
改
変
さ
れ
た

こ
と
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
元
来
、
西
除
川
は
美
原
区
太た

い井
と
北き
た

余あ
ま

部べ

間
の
府
道
西
藤
井
寺
線
に
架
か
る
渡

わ
た
ん

丈じ
ょ
う
ば
し橋

か
ら
今
の
よ
う
に
直
流
せ
ず
、
や
や

西
を
曲
が
り
な
が
ら
流
れ
て
い
ま
し
た
。

同
区
小こ

寺で
ら

の
平へ

い

松し
ょ
う

寺じ

前
か
ら
は
、
今
井
の

法ほ
う

雲う
ん

寺じ

の
裏
手
を
蛇だ

行こ
う

し
、
丹
南
一
丁
目

の
国
道
309
号
線
に
近
接
し
て
、
今
井
と
丹

南
の
市
境
と
な
っ
て
、
西
除
橋
の
南
へ
と

流
れ
て
い
た
の
で
す
。

　
前
号
で
紹
介
し
た「
竹
内
街
道
」
案
内
板

の
設
置
場
所
も
西
除
橋
で
し
た
が
、
大
阪

中
央
環
状
線
に
架
か
る
丹
南
橋
の
一
つ
上

流
の
橋
も
西
除
橋
と
よ
ば
れ
、
右
岸
側
は

丹
南
、
左
岸
側
が
今
井
と
な
り
ま
す
。

　
昭
和
五
十
七
年（
一
九
八
二
）
八
月
一
〜

三
日
の
豪
雨
に
よ
り
、
美
原
や
松
原
市
域

の
西
除
川
は
大
洪
水
を
起
こ
し
、
多
く
の

浸
水
家
屋
が
出
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
大
阪

府
で
は「
河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急

事
業
」
に
か
か
り
、
西
除
川
の
大
改
修
工

事
を
始
め
た
の
で
す（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」
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）。
岡
か
ら
新
町
地
区
ま
で
の
工
事
は
昭

和
六
十
三
年（
一
九
八
八
）
に
完
成
し
ま
し

た
が
、す
で
に
昭
和
四
十
三
年（
一
九
六
八
）

か
ら
の「
中
小
河
川
改
修
事
業
」
に
よ
っ
て

河
川
工
事
を
進
め
て
い
た
大
阪
府
は
、
こ

の
災
害
を
契
機
に
、
よ
り
治
水
面
を
拡
充

し
て
い
っ
た
の
で
す
。

　
渡
丈
橋
か
ら
丹
南
橋
に
流
れ
る
西
除
川

は
蛇
行
が
著
し
く
河
積
狭
小
な
状
況
に
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
区
間
が
東
高

西
低
の
地
形
の
西
側
の
中
位
段
丘
に
添
っ

て
流
れ
る
自
然
河
川
の
様
相
を
呈
し
て
い

た
か
ら
で
す
。
こ
の
た
め
、
工
事
は
蛇
行

す
る
流
れ
の
大
部
分
を
廃
し
、
新
た
に
渡

丈
橋
か
ら
丹
南
橋
ま
で
の
一・
九
km
を
直
流

す
る
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
の
新
川
を
つ
く
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。
昭
和
六
十
三
年
の

激
特
事
業
の
終
了
と
同
時
に
流
路
付
け
替

え
事
業
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。
工
事
は
、

ほ
ぼ
十
年
の
歳
月
を
要
し
、
平
成
九
年

（
一
九
九
七
）六
月
に
通
水
し
ま
し
た
。

　
今
で
は
、
美
原
側
の
旧
河
道
は
法
雲
寺

の
裏
手
を「
西
除
川
緑
道
」
と
し
て
整
備

し
、
今
井
地
区
公
民
館
前
は
西
除
川
公
園

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
地
中
に
コ

ン
ク
リ
ー
ト
管
を
設
け
、
水
を
生
か
し
て

い
ま
す
が
、
公
園
か
ら
丹
南
一
丁
目
に
入

る
と
、
旧
川
が
そ
の
ま
ま
の
景
観
で
流
れ

て
い
ま
す
。
自
然
堤
防
時
代
の
松
林
が
今

も
残
り
、
在
置
水
路
と
よ
ば
れ
て
遊
水
・

保
水
機
能
を
果
し
て
い
ま
す
。
旧
川
の
両

岸
は
工
場
や
病
院
が
建
ち
、
自
由
に
立
ち

入
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
が
、
旧
川
が
新

川
に
流
れ
込
む
丹
南
一
丁
目
の
合
流
点
は
、

新
川
側
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
合
流
点
の
北
側
に
架
か
る
西
除
橋
付
近

は
、
江
戸
時
代
に
は
丹
南
郡
丹
南
村
、
同

郡
今
井
村
と
丹
北
郡
松
原
村
岡
や
八や

か
み上
郡

野の

遠と
う
村（
現
堺
市
北
区
）と
の
三
郡
境
界
の
地

で
し
た
。
ま
た
、
西
除
橋
は
野
遠
村
か
ら

丹
南
村
に
入
る
旧
道
で
、
真
っ
す
ぐ
東
へ

国
道
309
号
線
を
越
え
て
行
く
と
丹
南
天
満

宮
に
至
る
の
で
す
。
同
地
は
村
々
や
、
そ

の
後
の
市
や
区
境
が
交
わ
る
結
節
点
で
も

あ
っ
た
の
で
す
。

平成9年に通水した西除川ショートカット
西田 孝司（松原市文化財保護審議会）
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▲旧西除川と新川の合流点（丹南
1丁目･美原区今井）

▲松林の自然堤防が残る旧西
除川　左側（北）が丹南1丁目
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▲ショートカット後の西除川
（大阪府提供）

▲昭和42年12月の西除川（大阪
府提供）

◀写真上に地名などを明示

法雲寺

丹南

旧西除川

今井

国
道
309
号
線
工
事
中

大阪中央環状線 西除橋

法雲寺

今井

丹南1丁目

新
川

丹南橋

旧
川


